
た守o
EUの「一般データ保護規則
(GDPR)」 の概要

対象データ

企業の個人データ収集が進む中、個

人データ保護を「基本的人権」と位

置づけ、個人が自らの情報を主体的

に守れるようにする

欧州の顧客の名前や写真、メールアド

レス、クレジットカード情報、SNSへの

投稿など、個人の特定が可能な情報

欧州に拠点を置く企業のほか、域内に

商品やサービスを提供している企業
対象企業

口情報管理責任者を置く

辮 堤告ン開脇
・個人情報を欧州経済領域 (EEA)

域外に持ち出すことは原則禁止

補鋸
聴
1暑続博緊認格告t♀野

「忘
れ
ら
れ
る
権
利
」明
記

新

欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
は
２５
日
、
個
人
情
報
保
護
の
新
し
い
法
律

「
一
般
デ
ー

タ
保
護
規
則

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
」
を
施
行
す
る
。
過
去
の
情
報
の
削
除
を
認
め
る

「忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
を
明
記
す
る
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
拡
充
し
た
の

が
特
徴
だ
。
ネ
ッ
ト
社
会
で
最
も
厳
し
い
規
制
と
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
に
拠
点
が
な
く

て
も
、
Ｅ
Ｕ
域
内
で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
企
業
は
対
象
に
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

・
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
の
運
営
は
大
き
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
。

【
ロ
ン
ド
ン
三
沢
耕
平
、
ワ
シ
ン
ト
ン
清
水
憲
司
】

域

生
後
笙
私

を

替
本
止

・
甲
仁
即
郡
頑
帽
誹
知
コ
萌

難
鎌
調
搬
蜘
酢
酪
膳
紳
暖

Ｇ

Ｄ

Ｐ
Ｒ
は

「Ｏ
ｏ
Ｄ

決
さ
れ
た
。

「基
本
的
人

一
Ｅ
Ａ
）
外

へ
の
情
報
移
転

①
弓
出

∪
里
ヽ

可
居
）古
ｏ
　

権
の
保
護
」
が
最
大
の
狙

を
原
則
禁
じ
て
い
る
。
移

ｏ
付
３
Ｄ

刃
①
咀
巳
ｐ
鼓
ｏ
　

い
。
個
人
の
特
定
が
可
能

一
転
可
能
な
の
は
保
護
体
制

軒
ガ

が
十
分
な
水
準
と
認
め
ら

れ
た
国
の
み
と
な
る
。
　
　
　
・

自
劣
の
個
人
情
報
の
削

　

″

除
を
要
求
す
る

「忘
れ
ら

　

す

れ
る
権
利
」
も
新
規
則
で

　

日

明
文
化
。
公
共
の
利
益
、
　
　
ぁ
．

科
学
や
歴
史
の
研
究
、
統

計
目
的
な
ど
の
例
外
を
除

き
、
情
報
の
削
除
を
要
求

で
き
る
ほ
か
、
拒
否
さ
れ

た
場
合
は
そ
の
理
由
を
知

る
権
利
を
持
つ
。
個
人
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
欧
州
だ
け

金
力
で
劣
る
中
小

・
新
規

で

「新
規
則
へ
の
対
策
を

報
を
扱
う
企
業
に
は
、
本

！州
議
会
の
公
聴
会
で
断
言

い
る
。
Ｆ
Ｂ

人
の
同
意
を

「明
確
に
」

し
た
。
新
規
則
は
大
量
の

で
な
く
全
世
界
の
利
用
者

参
入
企
業
は
利
用
者
か
ら

取
れ
る
の
は
大
手
だ
け
」

求
め
る
こ
と
を
義
務
づ
け

個
人
情
報
を
収
益
に
変
え

！
を
対
象
に
、
今
後
も
広
告

改
め
て
同
意
を
得
に
く

．
と
の
不
満
を
表
明
し
た
。

て
い
る
。
大
量
の
情
報
を

る
米
Ｉ
Ｔ
大
手
の
ビ
ジ
ネ

！
へ
の
利
用
を
認
め
る
か

く
、
社
内
体
制
の
整
備
な

・　

Ｆ
Ｂ
な
ど
の
大
手
が
対

扱
う
企
業
な
ど
は
、
独
立

．
ス
モ
デ
ル
を
標
的
に
し
て

や
、
自
ら
の
政
治
や
宗
教

一
ど
の
負
担
も
重
い
か
ら

応
を
急
ぐ
の
は
、
巨
額
の

性
の
あ
る
情
報
管
理
責
任

・
い
る
と
い
わ
れ
、

「知
る

に
関
す
る
情
報
を
公
開
し

一だ
。
企
業
に
と

っ
て
は
個

制
裁
金
を
避
け
る
の
に
加

者
を
置
く
必
要
が
あ
る
。　
・権
利
」
を
重
視
す
る
米
国

！続
け
る
か
を
回
答
し
て
も

人
情
報
を
保
管
す
る
こ
と

〓
え
、
ラ
イ
バ
ル
に
対
し
リ

．
↓木
Ｉ

Ｔ

を

題
匠
師
か

！
印
聴
弗
毎
購
犯
挿
惑
ぃ
も

に
舞
床
輸
叢
膨
都
織
ぜ
ヅ

！自
部
が
伸
率
い
証
踪
確
ぱ

・ 御
岬
諺
都
ゾ
海
朔
い
康
勤

「フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（Ｆ

ｉ　

Ｆ
Ｂ
は

「い
い
ね
」
ボ

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
一裁
金
を
科
す
規
定
も
あ

．
を
出
す
側
の
企
業
が
自
前

！
申
成
中
申
錦
却
中
姉
昨
中

一
〕
中
力
中
枠
”
い
巾
幸
中

！
尚
「
和
十
唯
球
担
吉
一
く

！
随
ぱ
顛
脚
穂
離
融
悌
針
班

一
腋
醜
卵
権
初
帥
悲
咋
弾
狂

中規
則
で
米
Ｉ

一借
り
や
売
買
を
サ
イ
ト
上

！
―
グ
ル
や
Ｆ
Ｂ
な
ど
Ｉ
Ｔ

一
の
マ
ー
ク

・
ザ
ッ
カ
ー
バ

一情
報
を
受
け
取
り
、
そ
の

一
Ｔ
大
手
の
市
場
シ
ェ
ア
が

一
で
行
う
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

！
大
手
へ
の
依
存
を
深
め
る

一
―
グ
最
高
経
営
責
任
者

一
人
に
合

っ
た
ネ
ッ
ト
広
告

一
か
ぇ

っ
て
高
ま
る
と
の
見

．
し
て
い
た
企
業
が
廃
業
を

一
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い

一
（Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
２２
日
、
欧

一
を
出
し
て
収
益
を
上
げ
て

一方
も
あ
る
。
知
名
度
や
資

↓
発
表
。
経
営
者
は
Ｈ
Ｐ
上

．
る
。

米
フ
ェ
イ
ス
ブ

マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ

バ
ー
グ
氏
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Ｗ

Ｇ
網
穂

（『
い
製
三
蜘
　

Ｄ
却
緯
驚
鯉
′対
「ミ
賠
四

里
駅
帆
い
ら
判
コ
四
）

勺
聖
電
ば
」
と
ミ
拘
撲
景

ば
仲
神
欄

！　
　
　
　
　
　
鮒
皿
い
さ
無

Ｇ
□
関
唄
崎
叫
ぐ
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嵐
Щ
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や
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Ｏ
会
諄

　

ヽ
ミ
↓会
神
運
″悟
製
Ｇ
辞

ば
仲
神
儲

Ｇ
回
関
Щ
崎
せ
ぐ
＝

ミ
い
役
判
門
い
る
判

「さ
せ
い
Ｓ
ａ
破
▲
や
蝶

！

癌
や
け
や
ミ
ー
ミ
）
。駅

賦
避
Ｇ
収
い
Ｗ
判
「う
門

】
Ｄ
弧
馬
↓琳
凶
〓
ｍ

ｉ

ば
や
神
耐

Ｇ
回
関
唄
崎
せ
ぐ
＝
収
い

一

会
や
き
に
製
い
会
柳
胡

ば
神
神
耐

Ｇ
□
困
眠
崎
叫
ぐ
＝

ミ
い
役
峰

製
や
誤
控
。ミ
ギ
や

―――ＩＥ

対
「や
字
】
Ｄ
ョ
行
↓畑

絹
）
笹
コ
興
や
皿
―
▲

ト
ロＮ
い
０
い

軍
」
０
会

柳
胡
】
０
瑠
や
卜
十
日

一

闘
皿
博
ど
鰈

Ｇ
□
Ｐ
Щ
崎
叫
ぐ
川

把
告
引
Ｄ
Ｉ
Ｎ
加

団
Ｇ
暉
肺
慨
末
縦
躍
い
る

対
蝶
癌
各
服
緑
Ｇ
苺
梨
皿

（迪
掴
憾
Ｇ
榔
Ｘ
唖
蝶
風

マ
ト
判
ミ
０
帆
判
「】
セ

や
網
服
６
ら
判
ら
翌
Ｄ
ば

駅
勺
些
電
ば
」
里
き
拠
皿
）

革
‘
聡
戚

轍
壌
幾

齢
闘

畿
熊
韻
鞭
餞

怒冊

震会叶鳴回  ‖熙

当拶当蛍対
盤望照中圏里弓:舗
譜ヱ記予縄

醸
畿
畿
串
ふ
轟
靭
鹸
透
か
か
換
溢
鋲
磁

綴
賦
田
朴
市
長

て抱臣Q遭
/理
|にQ硬樹4遭

緯旺やい0細ぺWSや」句

緯h° やQ引,「回《橿興

Q駕瑚Ⅱ細起朴劇慨いや出:軸
Q役船巡遭lll蝉贈円や濃句

樽いN° N役
/照
統煙躙通

鮮帥紳役運選神役母く食§

遭vv′ po母製運拘ミW
SS° 絋理冨饗役|いもやヨ

廻選蜘翻同卜小ミも たヽ

Q田駄求恨拘く起「回<X
ムトかた嶺遭tlllttRttN食
0超役回<遭賦||1紳鮒田くκ

役p拘慨旺p郎理富摺母起

蝋Nや」句《塔
°「察統歴

躙や賦||1紳鮒Q鰹雨贈察避

'W」

や響駆題屈類0食N&
役
′

=凹
G歴皿p起鰹脈p



⑤

大
阪
寿
栄
小
委
託
業
者
ら
点
検

大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る

‐８
日
の
地
震
で
同
府
高
槻
市
立

寿
栄
小
学
校
の
プ

ロ
ッ
ク
塀
が

倒
壊
し
女
児
が
犠
牲
に
な

っ
た

事
故
で
、
高
槻
市
教
委
は
２２
日
、

２
０
１
６
年
と
１７
年
に
市
教
委

職
員
と
委
託
業
者
が
１
回
ず

つ

ブ

ロ

ッ
ク

塀

を

点

検

し

な

が

ら
、
危
険
性
を
見
落
と
し
て
い

た
と
発
表
し
た
。
さ
ら
に
、
１４

年
に
学
校
施
設
を
点
検
し
た
別

の
委
託
業
者
は
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を

検
査
対
象
か
ら
外
し
、

一
切
調

べ
な
か

っ
た
。
過
去
５
年
間
で

３
度
、
事
故
の
リ
ス
ク
を
把
握

す
る
機
会
を
逸
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

（
３
面
に
ク
ロ
ー
ズ
ア

ツ
プ
）

ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
学
校
施

設
は
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
き

３
年
に
１
度
の
定
期
検
査
が
行
　
き
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
簡
易
点
検

わ
れ
る
。
市
教
委
は
事
故
後
、
　

し
て
い
た
こ
と
も
分
か

っ
た
。

記
録
が
残
る
過
去
２
回
の
検
査

！
寿
栄
小
で
１５
年
１１
月
に
防
災
教

を
委
託
し
た
業
者
を
対
象
に
聞
　
室
の
講
師
を
務
め
た
防
災
ア
ド

き
取
り
調
査
を
進
め
て
お
り
、
　

バ
イ
ザ
ー
、
吉
田
亮

一
氏

（
６０
）

２２
日
に
途
中
経
過
を
明
ら
か
に

一
か
ら
、
プ

ロ
ッ
ク
塀
の
危
険
性

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
き

っ
か

発
表
に
よ
る
と
、
直
近
の
１７

！
け
に
実
施
。
建
築
職
を
含
む
学

年
１
月
の
検
査
を
担
当
し
た
業

一
務
課
の
職
員
２
人
が
事
故
が
起

者
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
目
視
で

一
き
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
赴
き
、
目

確
認
し
、
安
全
と
判
断
し
た
。
　
一
視
に
よ
る
確
認
や
金
属
棒
で
た

一
‐４
年
２
月
の
検
査
を
実
施
し
た

一
た
く
打
音
検
査
を
し
た
。
傾
き

，
別
の
業
者
は
プ

ロ
ッ
ク
塀
を
勝

一
や
ひ
び
割
れ
な
ど
が
な
く
、
「安

・
手
に
検
査
対
象
か
ら
外
し
、
そ

一
全
性
に
問
題
は
な
い
」
と
判
断

一
の
前

（
１０
年
度
）
の
検
査
結
果

．
し
た
と
い
う
。
塀
の
構
造
自
体

！
を
写
し
て
市
教
委
に
報
告
し
て
　
が
法
令
に
反
し
て
い
る
こ
と
に

一
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
気
づ
か
な
か

っ
た
。

【池
田

一
　

一
方
、
業
者
委
託
の
定
期
検

　

一
生
、
津
久
井
達
、
大
久
保
昂
】

一
殖
足
舶
側
雑
声
姉
】
華
的
棚
醸

！　

ｈ
Ｌ
」
ァ
ジ
タ
ル
Ｚ
マ
ダ

画

複日 Fたも



④

柴田 明夫_蜜匹到 郵 剛 室〕t蟹

集中型から分散型システムヘ

地
方
創

生
が
叫
ば
れ

て
久

し

い
。
私
は
農
業

・
農
村
が
も

つ
多

様
性
に
そ
の
活
力
を
求
め
る
べ
き

だ
と
思

っ
て
い
る
。

農
林
水
産
省
が
５
月
２２
日
に
公

表
し
た

「平
成
２９
年
度
食
料

・
農

業

・
農
村
白
書
」
は
、
次
世
代
を

担
う
着
手
農
業
者
を
特
集
で
取
り

上
げ
、
大
規
模
経
営
の
比
率
が
高

い
な
ど
の
傾
向
を
紹
介
し
た
。
「地

域
資
源
を
活
か
し
た
農
村
の
振
興

・
活
性
化
」
の
章
で
は
、
小
水
力

発
電
や
営
農
型
太
陽
光
発
電
な
ど

の
事
例
を
掲
載
し
て
い
る
。
世
界

の
潮
流
を
み
た
場
合
、
農
村
の
再

生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

ヘ
の
取
り
組

み
は
、
地
方
創
生
の
重
要
な
カ
ギ

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

主
要
国
は
２
０
１
５
年
、
自
主

的
に

二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
０
２）
排
出

量
の
大
幅
削
減
に
取
り
組
む

「パ

リ
協
定
」
に
賛
同
し
た
。
化
石
燃
料

境

・
社
会

・
統
治
）
優
良
企
業

ヘ

の
投
資
が
活
発
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
経
済
産
業
省
は

５
月
１６
日
、

「第
５
次

エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
」
案
を
発
表
し
た
。

再
エ
ネ
に
つ
い
て
「主
力
電
源
化
」

を
目
指
す
方
針
を
示
し
た
も

の

の
、
３０
年
の
電
源
構
成
目
標
は
変

更
せ
ず
、
再
エ
ネ
の
比
率
も
据
え

置
い
た
。
い
か
に
も
中
途
半
端
で
、

化
石
燃
料
を
中
心
と
し
た
集
中
型

・

シ
ス
テ
ム
か
ら
、
再
エ
ネ
と
省
エ

ネ
を
中
心
と
し
た
分
散
型
シ
ス
テ

ム

ヘ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
転
換
の

覚
悟
が
見
ら
れ
な
い
。

化
石
燃
料
を
大
量
消
費
し
た
時

代
に
は
、
大
規
模
で
独
占
し
た
シ

ス
テ
ム
が
必
要
だ

っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
再
エ
ネ
は
小
規
模
で
地
域

に
分
散
し
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
を
進
め
る
上
で
は
、
農
業

・

農
村
の
役
割
が
欠
か
せ
な
い
。
若

手
農
業
者
に
主
導
さ
れ
た
大
規
模

農
家
が
競
争
力
あ
る
農
業
を
作
り

出
す

一
方
、
地
方
で
は
中
山
間
地

な
ど
の
中
小
規
模
農
家
や
地
元
農

協
、
企
業
、
住
民
、
自
治
体
な
ど

多
様
な
主
体
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
水
、
風
力
、
太
陽
光
な
ど
の

自
然
資
源
の
利
活
用
を
通
じ
た
地

方
創
生
を
期
待
し
た
い
。

■豪で最大級蓄電池使い太陽光発電

東京電カホールディングスと中部電

力が共同出資する JERA(ジ ェラ)は
29日 、オース トラリアで世界最大級の

蓄電池を使つた太陽光発電事業に参加
すると発表した。蓄電池の出力は10万

毛【
ツ
。事業を手掛ける米国とオース ト

ラリアの計 2社との間で、共同検討に
向けた基本合意書を結んだ。総事業費

は1200億円程度。ジェラの負担額は今
後詰める。ジェラは再生可能エネルギ
ーの導入拡大を見据え、電力供給の調

整に使う蓄電池のノウハウを吸収する

狙いがある。    ク

一提筋瑚希鞠黎准靴璃他使一

一囃辣都却雑赫期使蛇症貯十

一性
が
な
い
。
電
子
カ
ル
テ
や

一拠工方はつ帥諏能ウ加〕）

適
切
な
健
康
プ

ロ
グ
ラ
ム
の

提
案
な
ど
を
提
案
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
。
フ
ィ
ン
ク
は

医
療
空
の
削
減
な
ど
に
健
康

デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
と
み

る
。デ

ジ
タ
ル
証
書

「
ト
ー
ク

ン
」
の
発
行
も
視
野
に
人
れ

る
。

分
散
型
台
帳
に
健
康
情
報

官
‐
Ｎ
ｃ
保
険
商
品
開
発
に
活
用

ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン

（
ス

マ

ホ
）
用

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア
プ
リ

を
提
供
す
る
Ｆ
ｉ
Ｎ
Ｃ

（
フ

ィ
ン
ク
、
東
京

・
千
代
田
）

は
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン

（
分

一蜘
拠
崎
郎
行
葬
細
醐
豹
焼
弾

る
。
健
康
デ
ー
タ
な
ど
を
ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
Ｌ
に
保
存

し
て
複
数
の
医
療
機
関
で
使

暖
義
伽
朗
帥
懐
的
雌
犯
が
抑

一

た
保
険
商
品
の
提
案
な
ど
に

生
か
す
。
年
内
に
健
康
ア
プ

り
に
搭
載
す
る
考
え
だ
。

フ
ィ
ン
ク
が
提
供
す
る
利

用
者
向
け
ア
プ
リ
な
ど
で
収

集
し
た
健
康
デ
ー
タ
や
行
動

履
歴
を
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン

上
に
保
存
す
る
。
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー

ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

（
Ｂ
Ｃ

Ｔ
、
東
京

。
千
代
田
）
と
連

携
し
、
運
動
や
食
生
活
な
ど

健
康
に
つ
な
が
る
行
動
を
と

っ
て
い
れ
ば
保
険
料
が
安
く

な
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
げ
る
。



Ｗ
杯
応
援

周
囲
に
配
慮
を

大
学
生
　
村
上

サ

ッ
カ
ー

・
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ

プ

（
Ｗ
杯
）
で
１９
日
夜
に
行
わ

れ
た
日
本
対

コ
ロ
ン
ビ
ア
戦
の

テ
レ
ビ
平
均
視
聴
率
は
後
半
が

関
東
地
区
４８

，
７
物
、
関
西
地

区
４４

・
１
夕
と
い
う
。
盛
り
上

が

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
数
字

が
表
し
て
い
る
、
も
う

一
つ
の

事

実
を
認
識

す

べ
き
だ

と
思

和
明
１９

（京
都
市
左
京
区
）

う
。
つ
ま
り
半
分
以
上
の
人
は

見
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
。

学
生
用
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん

で
い
る
せ
い
か
、
毎
晩
の
よ
う

に
観

戦

の
声
が
聞

こ
え

て
く

る
。
盛
り
上
が

っ
て
し
ま
う
こ

と
は
よ
く
分
か
る
の
だ
が
、
翌

日
の
朝
が
早
い
時
な
ど
は
叫
び

声
で
起
こ
さ
れ
る
と
や
は
り
腹

が
立

つ
。
試
合
後
、
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
交
差
点
な
ど
で
騒
ぐ
の
も

風
物
詩
と
な

っ
て
い
る
が
、
多

数
の
警
察
官
が
出
動
す
る
事
態

を
当
た
り
前
の
こ
と
と
思

っ
て

は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
通
行

ヘ

の
支
障
も
認
識
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
興
奮
を
共

有
す
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い

こ
と
で
は
あ
る
が
、
他
の
人
に

我
慢
を
強
い
て
ま
で
行
う
べ
き

で
は
な
い
。
少
し
の
配
慮
を
し

て
、
み
ん
な
が
Ｗ
杯
を
楽
し
め

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

看
護
学
校
生
　
深
井

先
日
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

話
題
と
な

っ
て
い
る
店
に
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
に
行
き
ま

し
た
。

話

題

に
な

っ
て

い
る

た
め

か
、
店
に
は
お
客
さ
ん
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
た

２
人
組
の
行
動
に
、
私
は
あ
ぜ

ん
と
し
ま
し
た
。
２
人
は
写
真

を
撮
り
終
わ

っ
た
後
、　
一
日
も

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
ず
に

捨
て
て
い
た
の
で
し
た
。
食
ベ

た
上
で
、
お
な
か
が
い

っ
ぱ
い

に
な
り
、
仕
方
な
く
少
し
捨
て

る
な
ら
ま
だ
し
も
、

一
回
も
食

べ
ず
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
捨

茉
林
１８

（千
葉
県
富
津
市
）

て
る
な
ん
て
、
も

っ
た
い
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
同
時
に
お
店

に
も
失
礼
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

最
近
、
こ
の
よ
う
な
行
動
が

増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

イ
ン
ス
タ
で
お
店
が
繁
盛
す
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
お
店
側
も

注
意

で
き
な

い
の
で
し

よ
う

か
。
オ
シ

ャ
レ
な
表
の
こ
と
し

か

写
ら
な

い
イ

ン

ス
タ
グ

ラ

ム
。
し
か
し
、
裏
で
は
食
べ
物

を
粗
末
に
す
る
行
為
や
人
の
迷

惑

と
な
る
行
為
が
あ
る

と
知

り
、
が

っ
か
り
し
ま
し
た
。

中
学
生
　
一向
野

ぼ
く
は
、
車
に
対
し
て
疑
問

が
あ
る
。
将
来
、
車
は
空
を
飛

ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
車
は

全
て
電
気
自
動
車
に
な

っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
中

で
も
、
特
に
疑
間
に
思
う
の
が
、

車
を
完
全
自
動
運
転
に
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
ど
う
か
だ
。
確

か
に
自
動
運
転
は
楽
で
い
い
と

思
う
が
、
そ
れ
で
は
車
を
運
転

す
る
楽
し
み
が
な
く
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

駐
車
サ
ポ
ー
ト
な
ど
な
ら
、

ま
だ
わ
か
る
。
だ
が
、
完
全
自

動
運
転
に
す
る
意
味
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
実
際
に
、
ア
メ
リ

カ
で
自
動
運
転
の
試
験
中
、
人

を
は
ね
て
死
亡
さ
せ
て
し
ま
う

事
故
が
あ

っ
た
と
い
う
。
そ
れ

で
も
自
動
運
転
に
し
た
い
と
い

欧
祐
１２

（福
岡
県
新
宮
町
）

う
気
持
ち
が
、
ぼ
く
に
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
完
全
自
動
運
転

に
力
を
入
れ
る
よ
り
、
自
動
ブ

レ
ー
キ
や
、

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ア

シ
ス
ト
な
ど
を
増
や
し
て
い

っ

た
方
が
ド
ラ
イ
バ
ー
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
う
。

車
は
運
転
を
楽
し
む
も
の
で

も
あ
る
か
ら
、
完
全
自
動
運
転

は
必
要
な
い
と
思
う
。

年月み才

イ
ン
ス
タ
映
え
の
裏
側
に
あ
ぜ
ん

完
全
自
動
運
転
は
必
要
な
い

ケロかろ
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①

校
則
に
頼
ら
ず
自
分
で
判
断

中
学
生
　
中
村
　
充
希
１２

（東
京
都
練
馬
区
）

私
の
学
校
は
、
校
則
が
少
な

か

っ
た
場
合
、
校
則
の
せ
い
に

い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
で
決
め

一
見
、

「自
由
」
に
思
え
る

た
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
徒
の

　

ル
ー
ル
が
少
な
い
分
、
他
人

判
断
に
任
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
　
へ
の
配
慮
を
自
分
の
責
任
で
し

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
　

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、

例
え
ば
、
服
装
も
ル
ー
ル
と
し

ウこ
の
中
学
校
に
入
学
し
た
当
初

て
は
「授
業
の
妨
書
を
し
な
い
」

は
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持

つ

も
の
で
あ
れ
ば
良
い
で
す
が
、
　

と
い
う
こ
と
に
慣
れ
ま
せ
ん
で

生
徒
が
考
え
る
マ
ナ
ー
と
し
て

し
た
。
し
か
し
、

「責
任
が
伴

「年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
格
好
」

一つ
」
と
思
う
こ
と
で
慎
重
に
よ

や

「他
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

く
考
え
な
が
ら
行
動
す
る
よ
う

服
装
」
に
な
る
で
し

ょ
う
。

「授

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

業
の
妨
害
を
し
な
け
れ
ば
い
い

よ
り
自
分
を
高
め
て
い
け
る
よ

ん
だ
」
と
い
う
考
え
だ
け
で
勝

，つ
周
囲

へ
の
気

配
り
を
忘

れ

手
に
服
を
選
ん
だ
と
し
ま
す
。
　

ず
、
中
学
校
生
活
を
送
り
た
い

も
し
、
級
友
た
ち
に
迷
惑
が
か

と
思
い
ま
す
。

い
じ
め
自
殺
は
大
変
悲
し
い

をJ/み

ノ

ア
ル
バ

イ
ト
　
土
屋

依
然
と
し
て
な
く
な
ら
な
い

小
中
高
生
の
い
じ
め
問
題
。
い

じ
め
を
首
に
自
殺
し
て
し
ま
う

子
供
た
ち
も
い
る
こ
と
に
、
私

は
大
変
悲
し
く
、
ま
た
残
さ
れ

た
家
族
の
傷
を
思
う
と
、
と
て

も
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に

な
る
。

現
在
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

普
及
し
、
中
高
生
で
も
ス
マ
ホ

由
紀
３４

（長
野
県
松
本
市
）

を
持

っ
て
い
る
子
が
た
く
さ
ん

い
る
。
だ
が
、
そ
の
ス
マ
ホ
を

使

っ
て
の
い
じ
め
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し

て
悪
日
が
書
き
込
ま
れ
、
ま
た
、

そ
れ
が
ス
マ
ホ
を
使

っ
て
拡
散

さ
れ
て
し
ま
う
。
書
は
無
か

っ

た
い
じ
め
が
今
、
起
こ

っ
て
い

る
。何

で
も
調
べ
ら
れ
、
電
話
も

メ
ー
ル
も
で
き
、
そ
し
て
動
画

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
便
利
で

楽
し
い
ス
マ
ホ
。

そ
ん
な
ス
マ
ホ
が
、
い
じ
め

に
使
わ
れ
、
自
ら
命
を
絶

つ
子

供
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
た
び
、

ス
マ
ホ
の
使
用
年
齢
も
考
え
な

く
て
は
い
け
な
い
の
か
な
、
と

感
じ
て
し
ま
う
私
が
い
る
。

″】rんび


